
方針・目標

方針
　自然の事物・現象や日常生活で利用されている科学技術に関する興味・
関心を深め、科学的真理の追究と独創的・創造的な研究活動を支援する。
目標
（１）主体的・探究的・創造的活動を通じて科学的リテラシーを深める。
（２）高いレベルの研究や学会等での研究成果の発表等を、我が国を牽引
するサイエンスリーダーを育成する。

令和２年度　自然科学部年間活動計画

部員数 男子１８名、女子１名

顧　問
全体顧問：飯塚　洋
物理班顧問：周藤保充、化学班顧問：平田美樹、生物班顧問：佐藤愛里、
地学班顧問：大橋　直人

通常活動日 原則として月・水・金曜日

通常休養日 原則として日曜日

通常活動時間
（平日）２～３時間

（休日）３時間程度（9:00～12:00または12:00～15:00）

6

7
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高文連自然科学部部門実験観察研修会
（三瓶自然の家など）

科学の縁結びまつり
（出雲科学館）

高文連自然科学部門研究発表会
（三瓶自然の家など）

時期を問わず、研究成果を積極
的に学会等で発表する

特記事項

通常活動場所 全体活動場所：生物講義室、個別活動場所：各理科実験室

年間活動予定

月 活動計画（参加大会等） その他・研修会等


